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令和７年度 第１回 浜松市中央卸売市場開設運営協議会 

会 議 録 

 

1 開 催 日 時  令和７年７月 15 日（火） 

午前 10 時 00 分から午前 11 時 20 分 

2 開 催 場 所  中央卸売市場 大会議室 

3 出 席 状 況  曽根 秀一、川村 雅美、山下 茂春、清水 昌孝、 

（敬 称 略）   山内 浩之、名切 博紀、渥美 敏、池谷 てる代、 

         加藤 弥生、平野 裕二 

（出席委員 10 名／10 名） 

 

    開 設 者       農林水産担当部長    下位 基弘 

事 務 局       中央卸売市場長     豊田 浩布 

           中央卸売市場長補佐   浅井 祐城 
           管理グループ長     工藤 智弘 
           施設整備グループ長   安達 義光 
           業務グループ長     宮崎 泰充 
           施設整備グループ    坂井 宏旭 
           施設整備グループ    磯部 秀光 
           施設整備グループ    鈴木 克幸 

 
4 傍   聴   者   ０名 

 

5 議 事 内 容 

(1) 浜松市中央卸売市場再整備事業について 

 (2) 令和６年度事業実績及び令和７年度事業計画について 

（3）その他 

 

6 会議録作成者  浅井 祐城 

 

7 記 録 の 方 法  会議録：発言者の要点記録（録音の有無：有） 

 

8 会 議 記 録 

1  開会 

  会議の開催に必要な委員出席者数があり、現時点で傍聴希望者はないものの、

希望があれば承認することを確認した。 

 

2 開設者のあいさつ   下位農林水産担当部長 
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3 委員の自己紹介 

  各委員により自己紹介がなされた。 

 

4 会長・副会長の選任 

  仮議長の市場長から委員に意見を求めたところ、会長に曽根委員を、副会長に

川村委員を推薦する声あり。 

  他に意見なく、委員に諮ったところ、推薦のとおり承認された。 

 

5 会長・副会長あいさつ 

  曽根会長、川村副会長からあいさつがあった。 

 

6 中央卸売市場開設運営協議会について 

  これより進行は曽根会長により行われた。 

（曽根会長） 

 ・協議会の規定等について、事務局からご説明いただく。 

（市場長補佐） 

・協議会関係規定について、資料を基にご説明させていただく。 

  ＜説明＞ 

（曽根会長） 

・委員の皆様に質疑意見等うかがう。 

 （発言はなし） 

 

7 議題 

（1）浜松市中央卸売市場再整備事業について 

（曽根会長） 

 ・再整備事業について、事務局からご説明いただく。 

（市場長） 

 ・市場の概要を知っていただくため、まず動画をご視聴いただく。 

  ＜動画視聴＞ 

（市場長） 

 ・市場再整備事業の経過について、再整備基本計画（概要版）をもとにご説明さ

せていただく。 

  ＜説明＞ 

 ・引き続き現在の進捗について支援事業者からご説明いただく。 

（支援事業者（アルパック）） 

 ・基本計画策定後、現在までの進捗について、平面図等をもとにご説明させてい

ただく。 
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  ＜説明＞ 

（市場長） 

 ・今後のスケジュールについてご説明させていただく。 

  ＜説明＞ 

（曽根会長） 

・委員の皆様に質疑意見等うかがう。 

（山下委員） 

 ・本市場は数年後には建設から 50 年が経過する。インフラ関係の老朽化で使用で

きない箇所も出ている。このため、コールドチェーンも含め、安心・安全な食

品を食卓に届けるために、施設の建替については市場内での合意を得ていると

考えている。 

・ただし、物価高で様々影響が出ている。商品価格については国から適正化を求め

られているが、基本的に食料品の価格は需要供給バランスによって変わってくる

ため、価格が読みにくく、利益を出すことが難しくなっている状況である。この

ような中で、再整備後の使用料の負担がここまで高いと事業継続が続けられない

というのが正直なところである。 

（川村副会長） 

・青果よりも水産の方がせりの取引は少なくなっている。 

・利益を出すためにコストを商品に載せても、消費者は手に取らなくなるため、バ

ランスが難しい。 

（野中委員） 

・農産物や水産物が値上がりしている中で、生産者や消費者、流通に携わる方々  

のご苦労を理解した。市が開設している卸売市場として、市あるいは国がもう少

し負担をしてもらえないのか。行政側でもう少し対応はできないのか。 

（市場長補佐） 

・計画を作るにあたっては、国の交付金なども取り入れながら使用料を下げる検 

討をしている。 

（担当部長） 

・米の価格上昇をはじめ、食料品の安定供給に影響が出ている中、改善に向けた施

策が展開されていくものと考えている。 

（平野委員） 

・使用料の上昇に対し、市場会計としてどのような手立てがなされているか全体像

が見えてこない。資料を見る限り、様々な課題を解決する目途が立っていないよ

うに見える。 

・このまま再来年度の設計に入っていけるのかが分かりにくい。今後のスケジュ 

ールについてももう少し知りたい。 

（市場長） 

・費用面の話は財政部局とも協議中である。 
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・施設整備内容や長期財政収支については現在も調整を継続しており、詳細な部分

については現時点ではご説明できない。 

・課題点はまだ残っているが、再来年度の設計に向けて検討は進めている。 

（曽根会長） 

 ・他に発言のある委員はあるか。 

 （発言はなし） 

 ・ただ今の意見を踏まえ、業務に反映していただきたい。 

 

（2）令和６年度事業実績及び令和７年度事業計画について 

（曽根会長） 

 ・事業状況について、事務局からご説明いただく。 

（施設整備グループ長） 

・主な整備工事実績及び予定についてご説明する。 

 ＜説明＞ 

（業務グループ長） 

 ・引き続き市場取引状況及び市場活性化事業として、せり見学会についてご説明

する。 

  ＜説明＞ 

（曽根会長） 

 ・委員の皆様に質疑意見等うかがう。 

（川村副会長） 

 ・市場まつりについて例年 11 月３日であるが、本年度は 11 月２日となっている。 

・市場協力会からは、日程変更の周知のため、中日新聞と静岡新聞のテレビ欄に  

広告を掲出することが決まっている。可能であれば、皆様にも宣伝してもらいた

い。 

（曽根会長） 

 ・他に発言のある委員はあるか。 

 （発言はなし） 

 

(3) その他 

（曽根会長） 

 ・この場を借りてご発言等あるか。 

 （発言はなし） 

 ・議事を終了したため、進行を事務局に引き継ぐ。 

 

4 閉会のあいさつ 

 

9 会議録署名人 なし 


